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作用とは 「生の流れ」（EC, p. 179）のことであり、そして認識の作用と実在を発生させる作用との一致とは、
「共感」（EC, p. 177）のことである。しかし、その内実を適切に説明することは容易ではない。以下では、
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現象の背後にはいわば裸の実在がありのままに存在しているということである。ところが、その一方で、実
在的なものの自然な分節を語るベルクソンがいる。本節では、実在的なものの自然的な分節が、認識以前に














































































































































































































































































































































































































Henri Bergson, (EC) : L’évolution créatrice [1907], P.U.F., coll. « Quadrige », 2007. 
―――, (PM) : La pensée et le mouvant [1932], P.U.F., coll. « Quadrige », 2009. 
―――, (M) : Mélanges, P.U.F., 1972. 
 
1 フランソワは、ベルクソンが真理を実在の論理的な枠組みとするのではなく、真理が実在に内在している
とする点で、実在がそれ自身の把握に内在的であることを強調している。Cf. Arnaud François, Bergson, 
Schopenhauer, Nietzsche. Volonté et réalité, P.U.F., coll. « Philosophie d'aujourd'hui », 2008, p. 188. 













さらに心理学的観点から生一般を考察する」（EC, p. Xf. 強調原著者）。 







理解される―とで」（EC, p. 485f.）。 
 本稿の中では、基本的には、形式と質料という語に代表させて訳すことにする。ただし、意味を限定す
るために、他の訳語を用いている箇所もある。 
5 Cf. PLATON, Phèdre, 265 E. 
6 Cf. Gilles Deleuze, Le bergsonisme, P.U.F, coll. « Quadrige », 2004, p. 11. 













































9 Cf. Deleuze, op.cit., p. 12f.  



























という考えを、この論理は受け入れない」（PM, p. 19 
強調引用者）。 










接的な所与、言い換えるとその構造を無視している」（Alexis Philonenko, Bergson ou de la philosophie 
comme science rigoureuse, Cerf, 1994, p. 296）。しかし、そのような物質＝質料にも、それらに適した形
式＝形相があると解釈すべきであるように思われる。 
16 知性と反省の関係については、EC, p. 159f.を参照。 
17 物質＝質料と形式＝形相との排他的構図の破棄については、次のものを参照。杉山、前掲書、第六節。 
 
 
 
